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本
町
は
、
昨
年
四
月
に
深
川
や

妹
背
牛
、
秩
父
別
、
北
竜
、
幌
加

内
な
ど
北
空
知
管
内
一
市
五
町
で

つ
く
る
合
併
任
意
協
議
会
「
北
空

知
地
域
づ
く
り
検
討
会
」
が
法
定

協
議
会
に
移
行
す
る
際
、
早
々
に

離
脱
を
表
明
。
そ
の
後
、
役
場
庁

内
に
「
我
が
町
再
生
戦
略
会
議
」

を
設
け
、
昨
年
十
二
月
末
ま
で
十

六
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
な

が
ら
、
自
立
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
同
プ
ラ
ン
は

「
住
民
と
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
な
が

町
単
独
で
の
自
立
に
向
け
た
方
策
を
ま
と
め
た
「
沼
田
町
我
が

町
再
生
プ
ラ
ン
」
が
、
一
月
十
一
日
に
議
会
全
員
協
議
会
、
十
二

日
に
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
、
十
七
日
に
自
治
振
興
協
議
会
と
行

政
区
長
会
議
で
意
見
集
約
さ
れ
、
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
二
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
「
我
が
町
再
生
町
民
懇
談
会
」
に
お
い
て
町
民
に

発
表
、
プ
ラ
ン
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ら
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
単
年

度
収
支
（
一
般
会
計
）
が
黒
字
に

転
換
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
町
政

を
展
開
す
る
指
針
と
し
て
策
定
さ

れ
て
お
り
、
計
画
期
間
は
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
第
四
次
総
合
計
画

が
終
了
す
る
平
成
二
十
二
年
度
ま

で
の
六
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

同
プ
ラ
ン
で
は
、
国
か
ら
の
交

付
税
な
ど
財
源
が
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
し
て
、
町
職
員
の

人
件
費
な
ど
を
抑
制
。
特
に
一
般

行
政
職
は
、
現
行
八
九
人
か
ら
七

八
人
（
十
一
人
減
）
に
削
減
。
さ

ら
に
各
手
当
て
や
旅
費
な
ど
も
見

直
し
な
が
ら
、
二
十
二
年
度
ま
で

の
六
年
間
の
効
果
額
を
約
一
億
円

と
試
算
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
〇

〇
事
業
以
上
あ
る
既
存
事
業
に
つ

い
て
見
直
し
や
廃
止
を
行
う
こ
と

と
し
、
経
費
削
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
役
場
機
構
の
見
直
し
、
業

務
委
託
・
縮
小
し
な
が
ら
住
民
と

の
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
検
討
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
も
の
と
し
て
議
員
定
数
（
現

行
十
三
人
）
や
農
業
委
員
定
数

（
現
行
十
五
人
）
、
ま
た
報
酬
と

費
用
弁
償
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

充
分
協
議
を
し
、
見
直
し
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

住
民
生
活
に
直
接
関
わ
り
の
あ

る
事
業
と
し
て
は
、
水
道
料
金
が

八
％
、
下
水
道
が
十
二
％
増
額
さ

れ
、
現
在
無
料
と
な
っ
て
い
る
住

民
健
診
の
基
本
健
診
料
は
一
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
す
。
公
共
施
設
使

用
料
は
十
八
年
度
以
降
、
二
〇
％

増
額
さ
れ
、
無
料
の
施
設
も
す
べ

て
有
料
化
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
福
祉
事
業
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
行
い
、
七
〇
歳
以
上
の

高
齢
者
に
毎
年
支
給
し
て
い
た
敬

老
祝
金
は
七
七
歳
と
八
八
歳
の
み

対
象
と
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
に

対
し
て
交
付
し
て
い
た
ほ
ろ
し
ん

温
泉
優
待
券
は
廃
止
、
同
温
泉
の

事
業
と
し
て
特
別
料
金
を
設
定
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ご
み
処
理
は
現
行
の
水

準
を
維
持
し
、
在
宅
介
護
支
援
事

業
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
な
ど
も
継
続
。
道
路
の

除
排
雪
は
現
行
水
準
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
が
二
〇
％
プ
レ
ミ
ア

分
を
負
担
し
て
い
る
、
ふ
る
さ
と

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
は
十
九
年

度
に
廃
止
。
住
宅
新
築
、
融
雪
設

備
に
つ
い
て
補
助
し
て
い
る
定
住

促
進
奨
励
事
業
も
十
八
年
度
で
事

業
を
打
ち
切
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
街
路
灯
料
金
の
負
担
割
合

の
見
直
し
や
町
営
バ
ス
運
行
便
数
、

再生プランの詳細は、各世帯に配布した冊子をご覧ください
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議会全員協議会にて説明（1/11）

まちづくり町民会議にて説明（1/12）

自治振興協議会・行政区長会議にて説明（1/17）

料
金
改
定
の
検
討
も
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

財
政
推
計
で
は
、
現
行
の
ま
ま

推
移
し
た
場
合
、
十
七
年
度
国
勢

調
査
後
の
交
付
税
の
影
響
や
沼
田

ダ
ム
の
償
還
（
町
負
担
分
）
に
よ

り
、
十
八
年
度
か
ら
単
年
度
収
支

（
一
般
会
計
）
が
赤
字
へ
転
落
。

十
五
年
度
末
に
二
十
七
億
あ
っ
た

基
金
は
毎
年
赤
字
補
填
さ
れ
、
二

十
七
年
度
で
二
億
円
し
か
残
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
再
生
プ
ラ
ン
を

実
施
し
た
場
合
の
財
政
推
計
は
、

十
八
年
度
以
降
は
同
様
に
赤
字
へ

転
落
す
る
も
の
の
、
二
十
七
年
度

に
は
黒
字
に
転
換
し
、
基
金
も
八

億
三
千
万
円
が
残
り
、
当
面
は
自

立
が
可
能
と
い
う
試
算
を
は
じ
き

出
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
と
は
言
い
な

が
ら
、
当
面
自
立
の
道
を
歩
む
事

と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
将
来
の
発

展
を
目
指
し
た
前
向
き
な
取
り
組

み
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
次
の

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
産
業
の
活
性
化

沼
田
式
雪
山
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
体
験
型
観
光
の
構
築
な
ど

■
少
子
高
齢
化
対
策

児
童
保
育
環
境
の
整
備
、
シ
ル

バ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
な
ど

■
定
住
促
進
策

行
刑
施
設
誘
致
、
企
業
誘
致
な
ど

■
条
例
の
制
定

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
な
ど

な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
事

業
の
内
容
や
そ
の
必
要
性
、
緊
急

性
、
将
来
性
等
も
十
分
検
討
の
上

慎
重
に
取
り
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

（
以
上
、
再
生
プ
ラ
ン
よ
り
）

我が町再生町民懇談会にて説明、町民の意見を求める（1/30～2/2）

町民懇談会に参加できなかった方へ

35-2112（直通）

（担当：生沼または中田まで）

chiiki@town.numata.hokkaido.jp

ゆめっくる１階ホールに黄色い意
見箱を設置してあります。紙（何
でも結構です）に記入して投函し
てください（２月２５日まで）。

※質問の場合は回答しますので、ご記
入の際、氏名と電話番号も書いてくだ
さい。

再生プランの詳細は、各世帯に配布した冊子をご覧ください
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町が在宅介護の推進事業として開催している、
あんしん介護教室が１月２１日、町健康福祉総合
センター「ふれあい」すこやかホールで行われ、
高齢者や介護関係者ら２５人が参加しました。
学習会では、理学療法士の望月彬也氏が「杖の
選び方・使い方」と題して講演。加齢によって歩
行能力や平衡感覚が低下することで、転倒の危険
性が高くなることを指摘し、歩行能力をアップす
るための指導を行ったほか、ビデオを見せながら
杖を使い、選び方や使い方のポイントをわかりや
すく説明していました。
また、実際に参加者に歩いてもらい、正しい使
い方や姿勢をチェックし、参加者は、使い方や歩
行姿勢が誤っていることを指摘されると、真剣な
顔で指導を受けていました。

毎年恒例となっている「年越イベント～温故知
新～」が１２月３１日の大晦日に行われ、町民ら
初詣参拝者など延べ５００人が訪れて、カウント
ダウンで新年を迎えました。
今年も北海道神宮から歩いて持ち帰った御神灯
が、五カ山牧場の火文字に点火され、斜面に「生」
という火文字が赤々と浮かびあがり、近くまで車
で訪れた見物客から歓声が上がっていました。

杖
の
選
び
方
や
使
い
方
を
習
っ
た

牧
場
に
浮
か
び
あ
が
っ
た
火
文
字

１月１７日に東京都内で行われた第４５回交通
安全国民運動中央大会（主催：全日本交通安全協
会）優良団体等表彰の部で、沼田地区交通安全協
会連合会（小西克仁会長）が表彰を受けました。
沼田署管内の沼田町と北竜町でつくる同連合会
の地区は、毎年町内会や職場、学校単位による街
頭啓発など、道内でも住民運動がさかんな地域。
本町にあっては昨年１２月１８日に交通事故死ゼ
ロ２０００日を達成し、こうした組織あげての取
組みが、交通思想の普及徹底と交通事故防止に顕
著な業績を残したとして高く評価されました。
小西会長は「地道な住民運動が評価された。こ
れからも地域あげて交通事故防止活動を展開して
いきたい」と喜びと抱負を語っていました。

受
賞
を
報
告
し
た
小
西
会
長

町教育委員会が主催した成人式が１月９日、ゆ
めっくるで開かれ、新成人と町関係者が出席して
式典が行われました。
今年晴れて大人の仲間入りをしたのは、昭和５
９年４月２日～６３年４月１日までに生まれ方で
対象者（住民登録者）は４２人。式典には、住民
登録外の町出身者も含め３０人が出席しました。
式典では、西田町長が式辞を述べた後、新成人
代表の太田誠さんと中川由香さんが「これから社
会の一員として自覚と責任を持ち、自己啓発に努
め知性を磨き、輝く新しい社会の創造を目指して
たくましく歩み続けることを誓います」と成人宣
言しました。式典の後は、立食パーティーが行わ
れ、参加者は級友や恩師と記念撮影をしたりして
話を弾ませていました。

級
友
や
恩
師
ら
と
記
念
撮
影

NUMATA
TOWN NEWSMONTH

まちのニュースは、沼田町公式ホームページで随時更新されていますので、いち早くご覧になることができます。
ホームページアドレス http://www.town.numata.hokkaido.jp
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総
会
で
、
山
木
会
長
が
「
従
来

行
政
が
行
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
を

今
後
は
町
内
会
が
肩
代
わ
り
す
る

時
代
が
く
る
だ
ろ
う
。
今
後
そ
れ

に
対
応
で
き
る
組
織
に
衣
替
え
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
新
年
度
の

役
員
を
改
選
し
、
山
木
会
長
（
旭

町
東
）
が
再
任
し
た
ほ
か
、
副
会

長
に
中
山
貞
好
さ
ん
（
市
一
東
）、

郷
古
一
さ
ん
（
旭
町
西
）
を
選
出

し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
こ
の
あ
と
二
月

上
旬
に
役
員
会
を
開
い
て
十
七
年

度
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
、
三
月

上
旬
に
も
第
二
回
総
会
を
開
い
て

事
業
計
画
等
を
決
定
す
る
予
定
で

す
。

会
　
長
　
山
木
一
男
（
旭
町
東
）

副
会
長
　
中
山
貞
好
（
市
一
東
）

〃
　
　
郷
古
　
一
（
旭
町
西
）

理
　
事
　
古
田
　
努
（
仲
町
西
東
）

〃
　
　
込
山
章
夫
（
共
　
成
）

〃
　
　
横
山
佳
幸
（
北
竜
二
）

監
　
事
　
按
田
義
信
（
市
内
七
）

〃
　
　
得
能
義
広
（
沼
田
一
）

委
　
員
　
藤
村
　
弘
（
市
一
南
北
）

〃
　
　
佐
々
木
外
史
雄
（
市
内
二
）

〃
　
　
植
田
秀
雄
（
市
内
三
）

平成17年度

町
自
治
振
興
協
議
会
（
山
木
一
男
会
長
）
の
平
成
十
七
年
度
第
一
回
総

会
が
一
月
十
七
日
、
ふ
れ
あ
い
大
会
議
室
で
開
か
れ
、
新
役
員
が
決
定
し

ま
し
た
。

委
　
員
　
岩
木
義
明
（
市
内
四
）

〃
　
　
朝
倉
宇
作
（
市
内
五
）

〃
　
　
鷲
尾
　
稔
（
市
内
六
）

〃
　
　
平
木
昭
良
（
南
　
町
）

〃
　
　
中
野
正
巳
（
西
　
町
）

〃
　
　
大
沼
恒
雄
（
緑
ヶ
丘
）

〃
　
　
長
谷
川
真
一（
沼
田
三
）

〃
　
　
上
机
孝
博
（
沼
田
四
）

〃
　
　
大
丸
俊
光
（
中
　
央
）

〃
　
　
滝
口
淳
一
（
高
穂
一
）

〃
　
　
井
上
　
保
（
高
穂
二
）

〃
　
　
土
田
健
二
（
東
　
予
）

〃
　
　
池
田
敏
雄
（
更
　
新
）

〃
　
　
野
　
友
城
（
北
竜
一
）

〃
　
　
多
田
秀
一
（
北
竜
三
）

〃
　
　
斉
藤
武
信
（
恵
比
島
一
）

〃
　
　
青
木
法
雄
（
幌
比
里
）

16.1.13 ・第１回総会（役員選出）
16.1.23 ・グリーンルーラルぬまた２１事業検討会議
16.1.28 ・第１回役員会（タウンミーティングについて）
16.2.10 ・第２回役員会（総会議案検討）
16.2.27 ・ボランティアサポートプログラム意見交換会議
16.3.23 ・第２回総会（事業計画・収支予算）
16.3.30 ・町民特別セミナー（市町村合併問題について）
16.6.4 ・グリーンルーラルぬまた２１実施
16.7.13 ・第３回役員会（我が町再生戦略会議設置概要）
16.7.29 ・視察研修（夕張郡由仁町へ１４名出席）
16.11.24 ・第４回役員会（行政区からの意見要望検討）
16.11.25 ・視察対応（士別市自治連合会）
16.12.15 ・第５回役員会（総会議案検討・町長と懇談会）
16.12.22 ・第３回総会（事業報告・収支決算）

科目

負担金

補助金

前年度繰越金

交付金

雑収入

合計

平成16年度沼田町自治振興協議会収支決算

【収　入】

科目

会議費

事務費

事業費

雑費

合計

【支　出】

決算額

28, 000

200, 000

86, 396

293, 000

０

607, 396

決算額

68, 676

0

375, 895

113, 524

558, 095

内容

1,000円×28団体

町補助金

環境美化運動推進事業交付金

預金利子等

内容

会議・役員会

視察研修、環境美化運動実施経費

環境美化運動推進事業交付金精算

（単位：円）

（単位：円）

※この収支決算は、平成16年12月22日の総会で承認されたものです。
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ご意見・ご相談はお気軽に

電話　３５－２１３２ 専用 ３５－１９１２

２月１５日（火） ゆめっくるキッズクラブ　　〔ゆめっくるこども館〕

ゆったりスポーツ　　　 〔ゆめっくるホール〕

１９日（土） おはなしフワフワ　　　　　〔図書館おはなしコーナー〕

２２日（火） ゆったりスポーツ　　　　　〔ゆめっくるホール〕

２３日（水） おはなしキラキラ　　　　　〔図書館おはなしコーナー〕

３月　１日（火） 沼田高校卒業式　　　　　　〔沼田高校体育館〕

ゆったりスポーツ　　　　　〔ゆめっくるホール〕

１２日（土） 沼田中学校卒業式　　　　　〔沼田中学校体育館〕

１５日（火） ゆめっくるキッズクラブ　　〔ゆめっくるホール〕

も
に
伝
わ
り
に
く
い
も
の
で
す
。

「
だ
れ
で
も
腹
が
た
つ
こ
と
は
あ

る
け
ど
ね
。
原
因
は
な
ん
だ
っ
た

の
。」
と
、
子
ど
も
に
語
り
か
け

る
よ
う
に
話
す
の
で
す
。
親
子
が

心
を
通
わ
せ
理
解
し
あ
う
た
め
に

は
、
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
必
要
で
す
。
こ
と
ば
を
投
げ
あ

っ
て
い
る
う
ち
に
、
共
感
し
あ
え

る
場
が
で
き
て
く
る
の
で
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
子
ど
も
も
親
の
助
言

に
素
直
に
耳
を
か
た
む
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
親
も
子
ど
も
の
考

え
に
真
剣
に
耳
を
か
た
む
け
会
話

を
交
わ
す
な
か
で
考
え
さ
せ
る
よ

う
に
す
る
と
子
ど
も
自
身
が
よ
り

よ
い
解
決
案
を
見
つ
け
だ
し
て
い

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
心
を
理
解
す
る
努
力
も

必
要
で
す
。

不
機
嫌
そ
う
な
顔
つ
き
で
帰
っ

て
き
た
息
子
を
見
て
、
母
親
が
原

因
を
た
ず
ね
ま
す
。
息
子
は
「
あ

い
つ
が
悪
い
ん
だ
。
ケ
ン
カ
し
た

ん
だ
」
と
、
お
さ
ま
ら
な
い
気
持

ち
を
爆
発
さ
せ
、
声
を
荒
げ
て
い

い
ま
す
。「
ケ
ン
カ
は
ダ
メ
。
理

屈
は
な
い
わ
。
あ
な
た
も
き
っ
と

悪
か
っ
た
わ
。」
と
、
一
方
的
に

結
論
を
押
し
つ
け
る
よ
う
な
親
の

姿
勢
か
ら
は
、
親
の
助
言
が
子
ど

子
育
て
が
順
調
に
い
く
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
親
子
の
心

が
通
じ
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

親
と
子
ど
も
が
心
を
開
き
、
強
い

絆
で
結
ば
れ
あ
っ
て
い
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
親
子
と
い
う
生
物
学

的
血
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
心
の
絆
が
強
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
親
子
が

心
で
通
じ
あ
う
た
め
に
は
、
親
と

し
て
の
信
念
、
権
威
を
子
ど
も
に

毅
然
た
る
態
度
で
示
す
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
一
方
に
お
い
て
は
、

TEL 35－2132 FAX 35－1210
E-Mail  kyoiku@town.numata.hokkaido.jp

今はまだ先のことと思っている就職問題。けれども、子どもはあっという間に大きくなって社会に出て
行きます。以前は「勉強ができる＝将来安心」という構図が成り立っていましたが、今はそうではありま
せん。特に、「相手の気持ちを考える」「集中して物事に取り組む」などが苦手な子どもにとっては、社会
に出て働くのは、なかなか大変なことです。
沼田町では「子どもたちの毎日の小さな積み重ねが、１人１人の将来につながっている。」という認識
のもとに、 を進めていこうとしているところです。これ
については、次号にてお知らせしたいと思います。

ねえねえ、今春卒業予定の高校
生の就職内定率（昨年１１月末
現在）は、前年同期を６.３ポイ
ント上回る６７.７％だって。

本当？？
それは大変！！

でも、地域によって格差が激しいん
だ。なんと北海道は４２.７％で、高校
生の就職内定率は一番低いんだよ…。
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１００億稼ぐ超メール術・・・・・・・・・・堀江　貴文

私のおやつ時間・・・・・・・・・・・・・栗原　はるみ

「のび太」という生きかた・・・・・・・・・横山　泰行

今がいちばんいい時よ・・・・・・ターシャ・テューダー

世界一受けたい授業・・・・・・・・・・日本テレビ放送

いつか、ずっと昔・・・・・・・・・・・・・江国　香織

三国志占い・・・・・・・・・・・三国志占い編集委員会

夜回り先生の卒業証書・・・・・・・・・・・・水谷　修

ペットを見送るマナーブック・・・・・・みなと　かおる

ハングル手紙の書き方・・・・・・・・・・・古田　富建

≪小説≫

あした、世界のどこかで・・・・・・・・・・・井出　勉

もっと、生きたい・・・・・・・・・・・・・・・Yoshi

犬猫太平記・・・・・・・・・・・・・・・・・阿久　悠

ぼくと彼女とその彼女・・・・・マリジェーン・ミーカー

野獣と花嫁・・・・・・・・・・・・・・・・赤川　次郎

セント・ニコラスの、ダイヤモンドの靴・・・島田　荘司

梅咲きぬ・・・・・・・・・・・・・・・・・山本　一力

稚内殺人旅情・・・・・・・・・・・・・・・梓　林太郎

十津川警部「オキナワ」・・・・・・・・・西村　京太郎

魔法使いの秘密のパーティー・・・・ジャニス・イートン

デルトラ・クエストⅢ・・・・・・・・エミリー・ロッダ

かいけつゾロリたべられる！！・・・・・・・原　ゆたか

ハードル・・・・・・・・・・・・・・・・・吉冨　多美

ダレン・シャン・・・・・・・・・・・・ダレン・シャン

ハウルの動く城・・・・・ダイアナ・ウィン・ジョーンズ

ちびまるこちゃんの学級文庫・・・・・・さくら　ももこ

人形レストラン・・・・・・・・・・・・かとう　くみこ

はいけい、たべちゃうぞ・・・・・・・・・福島　サトル

ムーちゃんのくつ・・・・・・・・・・・いとう　ひろし

かたあしだちょうのエルフ・・・・・・・・おのき　がく

ねこがさかなをすきになったわけ・・・・・ひだの　かな

ぼくのながぐつにはながさいたよ・・・たなか　じゅんこ

よかったねネッドくん・・・・・・レミー・シャーリップ

絵本の読み聞かせボランティア募集しています！

子どもたちに絵本の読み聞かせをしてみませんか？

沼田町図書館では、お話し会を実施しています。

絵本を読んで、子供たちと一緒に楽しい時間を過ご

しましょう！

不明な点は何なりとお問い合わせください

■２月１９日（土） １４：３０～

■参加対象：５～８歳の子ども

■２月２３日（水） １１：００～

■参加対象：親子（１～４歳の子ども）

図書館が閉館している

ときの本の返却は、ゆめ

っくる正面玄関向かって

右側の返却ポストへお願

いします。

おはなし会の様子
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前
回
は
、
省
エ
ネ
家
電
の
選
び

方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
家
電
そ
れ
ぞ
れ
の
省
エ
ネ

方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
設
定
温
度
は
、2

0

℃
を
目
安
に

す
る

【
効
果
】

例
え
ば
、2

0

℃
〜2

1

℃

に
し
た
だ
け
で
一
シ
ー
ズ
ン
、
二

酸
化
炭
素
を
約2

2
k
g

、
石
油
消
費

量
を
約
９
リ
ッ
ト
ル
、
金
額
で
約

四
〇
〇
円
の
削
減
効
果
が
期
待
で

役場南側から撮った沼田町の雪景色（1/28）

き
ま
す
。

①
物
を
詰
込
み
過
ぎ
な
い

【
効
果
】

年
間
で
、
二
酸
化
炭
素

を
約9

k
g

、
電
気
を
約2

3
k
w
h

、

金
額
で
約
五
三
〇
円
の
削
減
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

②
壁
か
ら
間
隔
を
あ
け
て
設
置
す

る【効
果
】

二
酸
化
炭
素
を
約7

k
g

電
気
を
約1

8
k
w
h

、
金
額
で
約
四

一
〇
円
の
削
減
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

①
長
く
点
灯
す
る
と
こ
ろ
は
電
球

型
蛍
光
ラ
ン
プ
に
付
替
え
る

【
効
果
】

例
え
ば
、5

4
W

の
白
熱

電
球
か
ら1

3
W

の
電
球
型
蛍
光
ラ

ン
プ
に
替
え
た
場
合
（
明
る
さ
は

同
等
で
す
）
は
、
二
酸
化
炭
素
を

約3
1
k
g

、
電
気
を
約8

2
k
w

、
金

額
で
約
一
九
〇
〇
円
の
削
減
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

②
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す

【
効
果
】5

4
W

の
白
熱
電
球
の
点

灯
時
間
を
毎
日
一
時
間
減
ら
し
た

場
合
、
二
酸
化
炭
素
を
約7

k
g

、

電
気
を
約2

0
k
w
h

、
金
額
で
約
四

五
〇
円
の
削
減
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

①
使
わ
な
い
時
は
フ
タ
を
閉
め
る

【
効
果
】

二
酸
化
炭
素
を
約1

8
k
g

電
気
を
約4

9
k
w
h

、
金
額
で
約
一

一
二
〇
円
の
削
減
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
省
エ
ネ
方
法
の
他
に

も
、
使
わ
な
い
家
電
の
プ
ラ
グ
は

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
な
ど
様
々

な
方
法
が
あ
る
は
ず
で
す
。
省
エ

ネ
活
動
は
生
活
レ
ベ
ル
を
落
と
し

て
削
減
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
習
慣
を
改
善

し
て
、
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
を
な
く
す
の
が
目
的
で
す
。
皆

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
地
球
環

境
と
家
計
の
負
担
を
減
ら
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
省
エ

ネ
方
法
な
ど
が
満
載
さ
れ
て
い
る

（
財
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（h
ttp
://w

w
w
.e
ccj.o

r.jp
/sm
a

rtlife
/

）
で
発
刊
の
「
家
庭
の
省

エ
ネ
大
事
典
」
が
あ
り
ま
す
。
見

て
み
た
い
方
は
、
役
場
地
域
開
発

課
の
伊
東
（
三
五
ー
二
一
一
二
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■照明器具
54Wの白熱電球を13Wの電
球型蛍光ランプに替えると
年間約1,900円の節約。
※１日約５時間点灯の場合

■電気便座
電気便座のフタを使わない
とき閉めると、年間約1,120
円の節約。

■冷蔵庫
冷蔵庫の詰め過ぎないよう
にすると年間約530円の節
約。
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○
落
氷
雪
に
よ
る
事
故
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

例
年
２
月
は
、
気
温
の
寒
暖
の

差
が
大
き
く
な
り
、
氷
の
よ
う
に

な
っ
た
屋
根
の
雪
が
落
ち
て
下
敷

き
と
な
っ
た
り
、
雪
下
ろ
し
作
業

中
に
屋
根
か
ら
転
落
、
除
雪
機
に

巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
尊
い
命
を

落
と
す
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
の
雪
や
氷
柱
を
早
め
に
下

ろ
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
面
し
た
屋
根
の
雪
や
窓

枠
等
に
付
着
し
た
氷
柱
を
常
に
点

検
し
、
早
め
に
下
ろ
し(

除
去)

ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
雪
下
ろ
し
の
と

き
に
は
見
張
り
を
置
く
な
ど
軒
下

の
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
軒
下
は
歩
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

落
氷
雪
の
お
そ
れ
の
あ
る
軒
下

な
ど
は
歩
か
な
い
よ
う
に
し
、
ま

た
、
建
物
を
管
理
し
て
い
る
方
は
、

看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行
者
に

注
意
を
促
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
達
を
落
氷
雪
の
危
険
が

あ
る
場
所
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
等
か
ら
の
落
氷
雪
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
と
き

に
は
声
を
掛
け
、
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
雪
下
ろ
し
は
転
落
防
止
用
の
ロ

ー
プ
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

雪
下
ろ
し
作
業
中
に
雪
と
共
に

屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
が
多
く

発
生
し
て
お
り
、
雪
下
ろ
し
時
は

転
落
防
止
用
の
ロ
ー
プ
を
確
実
に

装
着
す
る
な
ど
転
落
防
止
の
措
置

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
周
囲
の

安
全
を
確
か
め
な
が
ら
行
い
ま
し

ょ
う
。

除
雪
中
に
除
雪
機
へ
の
巻
き
込

み
や
、
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事

故
が
発
生
し
て
お
り
、
除
雪
作
業

中
は
周
囲
の
安
全
確
認
と
修
理
時

に
お
け
る
エ
ン
ジ
ン
停
止
な
ど
事

故
防
止
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
神
田
真
弓
さ
ん
（
旭

町
東
・
十
八
歳
）
か
ら
の
紹
介
で

鬼
塚
麻
央
さ
ん
（
仲
町
東
・
十
九

歳
）
で
す
。

鬼
塚
さ
ん
は
、
沼
田
町
出
身
で

昨
年
三
月
に
沼
田
高
校
を
卒
業
し

た
後
、
現
在
、
北
い
ぶ
き
農
協
沼

田
支
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
趣
味
は
何
で
す
か
？
】

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
集
め
て

部
屋
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
果
物
系

の
香
り
や
、
空
な
ど
の
自
然
な
香

り
も
あ
る
の
で
、
楽
し
く
集
め
て

い
ま
す
。
お
茶
の
香
り
の
す
る
お

香
な
ど
も
集
め
て
い
ま
す
。
旅
行

を
す
る
の
も
好
き
な
の
で
、
色
々

な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
車
の
免
許
を

取
っ
た
ば
か
り
で
、
一
番
遠
く
で

小
樽
ま
で
行
っ
た
程
度
で
す
が
、

今
度
は
網
走
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
沼
田
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？
】

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
空
気
も

良
い
で
す
。
周
り
の
人
た
ち
も
良

い
人
ば
か
り
で
す
。
沼
田
町
に
残

っ
て
い
る
同
級
生
は
あ
ま
り
い
ま

せ
ん
が
、
私
は
地
元
に
残
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

【
今
後
の
抱
負
】

立
派
な
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

次
回
は
、
小
本
拓
巳
さ
ん
（
市

一
北
・
十
九
歳
）
で
す
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。

（平成17年2月1日現在）



10

平
成
十
六
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分
額
は
、
去
る
十
二
月

二
十
一
日
に
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
表
の
と
お

り
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

募
金
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成１６年度の共同募金・歳末たすけあい募金運動は、町民皆様のご理解とご協力により多額の寄付が寄せら
れました。心から厚くお礼と感謝を申し上げます。
皆様から寄せられました善意は、地域の福祉活動を支える大きな財源となっております。今後とも、共同募金
運動の推進につきましては、町民の皆様の格別なるご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

共同募金会沼田町分会長　　　松　田　眞一郎

区　　分

行　政　区

法人・団体・事業所・個人

合　　計

実　績

690,500

495,464

1,185,964

区　　分

行　政　区

法人・団体・事業所・個人

小　　計

前年度繰越金

合　　計

実　績

448,500

548,514

997,014

781,904

1,778,918

区　　分

準保護世帯

〃身障２世帯

〃同居２世帯４人

母子４世帯８人

〃４世帯１２人

〃３世帯１２人

計

寝たきり等介護

長期入院者

合　　計

人員区分

1人

1人

2人

2人

3人

4人

5人

対象件数

32件

2件

2件

4件

4件

3件

47件

1件

45件

93件

配分単位

12,000

12,000

20,000

20,000

28,000

36,000

10,000

3,000

配分金額

384,000

24,000

40,000

80,000

112,000

108,000

748,000

10,000

135,000

893,000

10,000管理経費

昨 年 配 分

336,000

24,000

40,000

140,000

196,000

36,000

44,000

816,000

10,000

165,000

991,000

10,000

28件

2件

2件

7件

7件

1件

1件

1件

55件

収入の部　　　 支出の部　 翌年度繰越額

1,778,918円 － 903,000円 ＝ 875,918円
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氏　　　名

市内１東
市内１南
市内１北
市内２
市内３
市内４
市内５
市内６
市内７
南町
西町
緑ヶ丘
旭町東
旭町西
沼田１
仲町東
仲町西
沼田３
沼田４
中央
高穂１
高穂２
共成
東予
更新
北竜１
北竜２
北竜３
恵比島１
幌比里

岩寺木材産業（株）
宮脇建設（株）
ホクトヤンマ－（株）沼田支店
渡部建設（株）
（有）沼田オート
春木商店
アサヒ建設（株）
（有）松尾住設
長島板金
グリーンスコーレカントリー倶楽部
（有）渡辺デンキ
あこ軽運送
辻建具製作所
岡村商店
ハッピーサンデー
北央道路工業（株）沼田工事事務所
久保商店
中山そば屋
沼田大門
酔心
中神歯科医院
かわしま菓子舗
駒吉
ロマン
沼田厚生病院
スナック サライ

共同募金

22,000
22,000
29,000
11,500
14,500
20,000
45,000
11,000
25,000
38,000
22,000
65,000
50,000
50,000
7,500
49,000
35,500
8,000
8,500
11,500
8,000
14,500
21,000
18,500
16,500
16,500
11,500
16,500
11,500
11,000

20,000
10,000
3,000
7,000
3,000
2,000
5,000
3,000
3,000
6,000
3,000
3,000
2,000
2,000
1,000
5,000
6,000
2,000
3,000
3,000
6,000
2,000
2,000
2,000
6,000
2,000

歳末たすけあい

13,200
13,200
17,400
6,900
8,700
12,000
27,000
6,600
15,000
22,800
13,200
39,000
45,000
49,200
4,500
29,400
21,300
4,800
5,100
6,900
4,800
8,700
12,600
11,100
9,900
9,900
6,900
9,900
6,900
6,600

15,000
10,000
2,000
5,000
2,000
2,000
5,000
2,000
2,000
4,000
2,000
2,000
1,000
2,000
1,000
5,000
4,000
2,000
1,000
1,000
4,000
1,000
1,000
1,000
4,000
1,000

氏　　　名
（有）臼井産業
スナック 峰
居酒屋 ちとせ
居酒屋 燦
のらくろ
スナック めもりぃ
沼田町土地改良区
（株）谷口建装
八千代
北空知信用金庫沼田支店
キミヤ書店
ムラタ美容室
村井薬局
いせや伊藤商店
飯田商店
小西商店
赤と黒
すずらん美容室
三井鉄工所
藤木理容院
やえがし食堂
ときわ商店
小泉商店
沼田ハイヤー（株）
佐々木呉服店
墓田新聞店
金子旅館
テルミー美容院
わたなべ食品（株）
パチンコ・ビンゴ沼田店
西尾商店
北いぶき農協沼田支所
沼田産興（株）
農協美容室
農協理容室
佐々木整骨院
近藤歯科医院
藤沢呉服店
桑島呉服店
作田薬局
篠田事務所
吉住商店（株）
広進工業（株）
松尾興業（株）
みつや美容室
上林食堂
カット倶楽部ＨＩＤＥ
亘自転車商会
スナック 微笑
植田はきもの店
ローソン沼田店
沼田商店
大沼時計店
味処 やま田
日生技研（株）
やまもと写真館
北陽商会
高田車輌
岩村塗装
淳美容室
安立板金工業所

共同募金
3,000
1,000
2,000
2,000
2,000
2,000
6,000
3,000
2,000
3,000
3,000
2,000
2,000
1,000
2,000
2,000
2,000
2,000
1,000
2,000
2,000
2,000
2,000
3,000
3,000
2,000
2,000
2,000
3,000
1,000
2,000
70,000
10,000
1,000
4,000
1,000
5,000
1,000
3,000

6,000
12,000
7,000
3,000
2,000
3,000
2,000
2,000
2,000
1,000
3,000
3,000
1,000
3,000
3,000
2,000
5,000
3,000
3,000
3,000
2,000

歳末たすけあい
2,000
1,000
1,000
1,000
1,000
1,000
4,000
3,000
1,000
2,000
2,000
1,000
2,000
2,000
1,000
1,000
1,000
1,000
2,000
1,000
1,000
1,000
3,000
3,000
3,000
3,000
1,000
1,000
2,000
2,000
1,000
30,000
5,000
1,000
2,000
1,000
3,000
2,000
2,000
1,000
4,000
8,000
5,000
3,000
1,000
3,000
1,000
1,000
1,000
1,000
2,000
2,000
1,000
2,000
2,000
1,000
5,000
2,000
2,000
2,000
1,000

（敬省略・順不同）

（次ページに続く）
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氏　　名
坂井自転車
中山商店
しのき整骨院
小蕎製麺所
紀ノ家
安立ストアー
工藤治療院
中村建設（株）
（株）新成産業
さとう旅館
教和建設（株）
町立沼田自動車学校
（株）キョウコン
野幌煉瓦陶管（株）
物林緑化（株）沼田事業所
沼田清掃
道北電子（株）
菱農（株）
中野青果
嶋産業
ほたる館
馬狩建設
恵比島運輸
正和（株）北海道工場

共同募金
2,000
1,000
1,000
1,000
1,000
2,000
1,000
6,000
3,000
2,000
6,000
3,000
6,000
6,000
2,000
2,000
3,000
6,000
6,000
6,000
4,000
3,000
5,000
6,000

歳末たすけあい
1,000
1,000
1,000
1,000
1,000
1,000
1,000
4,000
2,000
1,000
4,000
2,000
4,000
4,000
2,000
1,000
2,000
4,000
4,000
4,000
2,000
2,000
5,000
4,000

氏　　名
セイコーマート沼田店
民協・社協役員
恵比島老人クラブ
北竜老人クラブ
共成老人クラブ
沼田長生クラブ
沼田中学校生徒会
沼田町遺族会婦人部
沼田町役場職員会
沼田町役場主婦の会
沼田町議会議員
沼田ライオンズクラブ
北いぶき農協沼田支所職員会
北いぶき農協沼田支所女性会
西田昭子
片山照穂
田舎のちゃぶ台
共同募金箱

共同募金
3,000
23,000
5,000

7,090

1,000

25,374

歳末たすけあい
2,000
23,000
5,000
3,000
3,000
24,334

4,050
16,071
10,000
13,000
100,000
42,000
8,200
2,859

3,000

（敬省略・順不同）

〇老人福祉活動費として、特に敬老会事業費に
〇障害者福祉活動費として、ふれあい事業費に
〇母子・寡婦会福祉活動費として、ふれあい事業費に
〇福祉育成援助活動費として、小地域ネットワーク活動、経費に使わせていただきます。

平
成
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に「
社
会
福
祉
事
業
の
一
助
に
」と
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
志
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
趣
旨
に
添
い
福
祉
事
業
の
運
営
資
金
と
し
て
有
効
に
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住　　所

本通３丁目４－３
本通４丁目４－２２
南１条３丁目５
東予
旭町２丁目２－３２
本通６丁目４－７
旭川市神居９条９丁目
旭町３丁目５－２７
深川市文光町１９－７
北竜９１７
沼田７１２
沼田１１４－４９
沼田商工会　青年女性部
JA北いぶき女性部沼田支部
北竜１２３６
本通４丁目３－１１
高穂４１
旭町２丁目３－６２
沼田４
沼田４
旭町３丁目５－４０
北１条５丁目２－１８
石川県内灘町
沼田４
東予１３７７
女性協記念誌発行委員会
沼田１
北１条３丁目２－１８
ふれあい沼田
東予１
南１条７丁目６－３１
南１条３丁目８－７
沼田町家畜組合

氏　　名

近　藤　邦　彦
岩　村　辰　美
山　本　道　子
澤　田　フミ子
郷　古　　　一
堀　田　優　子
丸　田　秀　子
大　西　フ　ク
成　田　八　重
多　田　廣　吉
長　原　　　誠
滝　本　信　一

土　田　富佐子
大　沼　幸　雄
植　木　幹　雄
畠　山　美　幸
大　島　正　雄
田　島　堅　治
平　山　太　次
土　倉　和　子
上　田　文　夫
前　川　一　栄
長　野　勝　子
津　川　信　子
神　田　喜美子
山　下　隆　子
石　脇　義　夫
篠　原　君　子
山　岡　福　一
村　上　玲　子
大　堀　信　義

金　額（円）

100,000
100,000
50,000
50,000
100,000
30,000
10,000
20,000
10,000
70,000
30,000
70,000
50,000

タオル84本
50,000
100,000
50,000
100,000
20,000
20,000
30,000
30,000
30,000
20,000
30,000
20,000
30,000
20,000
3,517
20,000
50,000
50,000
2,143

摘　　要

故近藤志乃様葬儀に際して
故岩村フミ様葬儀に際して
故山本七郎様葬儀に際して
故澤田ナツ様葬儀に際して
故郷古みゆき様葬儀に際して
故堀田忠雄様葬儀に際して
故白倉シズヱ様葬儀に際して
故大西誠一様葬儀に際して
故井上トミ様葬儀に際して
故多田サヨ様葬儀に際して
故長原清二様葬儀に際して
故滝本志げ様葬儀に際して
チャリテイビールパーティ益金寄付として
空知支部女性部５０周年記念事業タオル１本運動
故土田幸夫様葬儀に際して
故大沼あい様葬儀に際して
故植木照子様葬儀に際して
故畠山裕二様葬儀に際して
離町に際して
離町に際して
故平山太三様葬儀に際して
故土倉好松様葬儀に際して
故上田ユキ様葬儀に際して
離町に際して
故長野富夫様葬儀に際して
女性協記念誌発行残金寄付
故神田きみ様葬儀に際して
故山下ミドリ様葬儀に際して
会解散に伴う残金寄付
故篠原廣次様葬儀に際して
故山岡トシヱ様葬儀に際して
故村上實様葬儀に際して
組合解散に伴う残金寄付
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平
成
十
七
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
年

頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
日
本
で
は
台
風
や
新
潟

県
中
越
地
震
、
世
界
で
は
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
と
大
津
波
に
よ
る
大
災

害
に
あ
け
く
れ
た
一
年
で
し
た
。

我
が
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
台
風

に
よ
る
被
害
と
、
五
件
の
火
災
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
年
頭
に
あ

た
り
私
共
、
消
防
に
た
ず
さ
わ
る

者
の
一
番
大
切
な
こ
と
は
消
火
で

は
な
く
、
防
火
で
あ
る
こ
と
を
肝

に
命
じ
、
新
し
い
年
が
無
火
災
で

あ
る
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
本
年
六
月
は
、
当
組
合
管

内
の
深
川
市
に
お
き
ま
し
て
、
全

道
一
三
五
五
の
消
防
団
よ
り
、
約

三
千
人
の
団
員
が
一
同
に
会
し
て

北
海
道
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
後
と
も
、
安
全
な
地
域
社

会
を
確
保
す
る
と
い
う
町
民
の
期

待
に
十
分
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、

消
防
職
団
員
が
一
致
団
結
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

次
の
方
が
新
入
団
員
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

第
一
分
団

市
一
東
　
川
嶋
　
　
敬
（
26
）

旭
町
東
　
菅
岡
　
宣
行
（
25
）

深
川
地
区
消
防
組
合
管
内
五
町

の
各
消
防
団
で
は
一
月
七
・
八
日

に
平
成
十
七
年
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
沼
田
消
防
団
で
は
、

八
日
（
土
）
午
後
一
時
四
〇
分
よ

り
沼
田
町
役
場
庁
舎
前
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
第
一
分
団
、
第
二
分

団
、
第
三
分
団
の
各
消
防
団
員
九

十
一
人
が
参
加
し
、
渡
部
消
防
団

長
の
挨
拶
、
西
田
町
長
の
年
頭
の

言
葉
、
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
観

閲
、
分
列
行
進
を
行
い
会
場
を
町

民
会
館
に
移
し
、
永
年
勤
続
と
し

て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
消
防
団
員

の
方
々
に
日
本
消
防
協
会
及
び
沼

田
町
長
よ
り
表
彰
状
・
感
謝
状
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
田
支
署
で
は
、
毎
年
火
気
の

使
用
が
多
く
な
る
季
節
に
六
十
五

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
住
宅
の
防
火
点
検
や
健
康
状

態
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
一
八
二
世
帯
を
対
象
に
実
施

し
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
の

点
検
や
、
最
近
増
え
て
い
る
消
火

器
の
不
適
切
な
訪
問
販
売
で
被
害

を
受
け
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
歳
末
警
戒
強

化
期
間
実
施
に
伴
い
、
沼
田
支
署

で
は
十
二
月
二
十
七
日
、
二
十
八

日
の
２
日
間
、
町
内
の
全
て
の
飲

食
店
（
二
十
一
店
舗
）
を
対
象
に

夜
間
立
入
検
査
を
実
施
し
、
火
気

の
使
用
状
況
、
消
防
用
設
備
の
設

置
状
況
、
避
難
経
路
等
の
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
何

ら
か
の
消
防
法
違
反
が
見
つ
か
っ

た
店
舗
に
つ
い
て
は
改
善
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
中
（
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
）
の
火
災
・

救
急
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

）
内
は
前
年
件
数

◆
火
災
件
数

建
物
火
災
三
件
（
三
件
）、
車

両
火
災
一
件
（
〇
件
）、
そ
の
他

火
災
一
件
（
〇
件
）
の
計
五
件

（
三
件
）
で
二
件
の
増
加
で
し
た
。

◆
救
急
件
数

急
病
五
八
件
（
六
八
件
）、
交

通
事
故
十
五
件
（
十
六
件
）、
そ

の
他
五
三
件
（
七
一
件
）
の
計
一

二
六
件
（
一
五
四
件
）
で
二
八
件

の
減
少
で
し
た
。

消防職団員による分列行進（本通３丁目）

広報一元化により、平成16年
から「消報」は「広報ぬまた」
で紹介しています。
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今回は北竜老人クラブの皆さんを紹介します。
北竜老人クラブの皆さんは北竜１・２・３地区から集まっており、会
長・役員さんを中心として様々な活動を行っています。中でも毎年６
月には国道２７５号線沿いの本願寺駅逓を掃除するなど、地域の力と
なり活躍されています。
また、駅逓掃除の後には保健師・栄養士による健康栄養相談に加

え、転倒予防に関して意見交換を行い、皆さんから活発に体験談など
が出されていました。「冬は交通事情などによりなかなか全員が集ま
る機会が持てない」とのお話しでしたが、昨年１２月に行われた忘年
会には大勢の皆さんが集まりおしゃべりに花が咲いていました。

１月２１日（金）「ふれあい」にて介護教室「杖の正しい選び方・使い方」
を行い、杖の選び方や長さの決め方などを学びました。
その中から、体に合った杖の長さについて、簡単にご紹介したいと思います。

①自然な姿勢で立ち、腕の力を
抜いて手を下げたときに、床か
ら手首の関節までの長さ。
②腰や背中が曲がっている人は
普通の長さより２～３cm短くす
る。（前傾姿勢のまま身長を測
り、身長の半分の長さに３cmを
加えた長さです。）
※自分の体型にあった握りやす
い杖を使いましょう！

■お問い合わせ、ご相談は在宅介護支援センター
電話３５－３５２５（相談専用） お気軽にどうぞ！
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今回は就学前のお子さんと保護者の方を対象に実施している保健事業をいくつか紹介します。

妊娠中の生活や食事について、分娩経過や乳房
の手入れについてなど妊娠中を健康に過ごすこと
ができるよう実施しています。
★対象：妊婦

医師による診察、保健師、栄養士、歯科衛生士
による相談を行っています。幼児健診（１歳６ヶ
月、３歳）では歯科健診も行っています。
★対象　・生後３～４ヶ月児

・生後６～７ヶ月児
・生後９～１０ヶ月児
・１歳６ヶ月児、３歳児

フッ素を歯の内部に浸透させ歯の質を強くする
ために実施しています。歯科健診、ブラッシング
指導も行います。
歯を丈夫にして虫歯を予防する効果があります。
★対象：上下４本生えた頃から就学前まで
（塗布のペースは４ヶ月に１回が目安です）

離乳食や歯の手入れ、親子のふれあい遊びなど
育児に関するテーマで行っています。月齢が近い
方同士でお話しができ、顔見知りになれます。
★対象：２ヶ月～１歳２ヶ月児

※平成１７年度の母子関係の日程表は４月初めまでには各ご家庭に送付いたします。
※他にも、子育て支援センター（沼田保育園内）での「園開放」や「ぴよぴよクラブ」、ゆめっくるでの
「ゆめっくるキッズクラブ」など、お子さんが参加できるものがあります。
■問い合わせ　役場住民生活課保健指導班　３５－２１２０
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二
〇
〇
五
年
二
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日
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道
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長
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篤
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編
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総
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情
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話

〇
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（平成17年2月1日現在）

矢
内
　
　
聡
さ
と
し

く
ん
（
長
男
）

12
月
７
日
生
ま
れ

お
父
さ
ん
　
真
　
也

お
母
さ
ん
　
千
佳
子

（
高
穂
二
）

氏　　名　　 月　日 年齢　 住　所

大原　末一さん 12月22日　76歳　市１南
中村 利恵さん 12月27日　82歳　緑ヶ丘
幸崎　節子さん 1月10日　61歳　東　予
谷口外次郎さん 1月11日　96歳　市１北
菅野　リキさん 1月12日　91歳　旭寿園
細坪ヨシ子さん 1月15日　74歳　旭町西

藤
村
　
侃
右

か
ん
す
け

く
ん
（
長
男
）

12
月
８
日
生
ま
れ

お
父
さ
ん
　
健
　
一

お
母
さ
ん
　
真
　
美

（
高
穂
二
）

原
　
　
颯
介

さ

す

け

く
ん
（
長
男
）

12
月
10
日
生
ま
れ

お
父
さ
ん
　
友
　
和

お
母
さ
ん
　
奈
　
々

（
更
　
新
）

平成１６年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付が２月１６日（水）
から始まります。（贈与税の申告の相談及び受付は、２月１日（火）から始まっ
ています。）
所得税の確定申告の相談及び贈与税の申告の相談並びに申告書の受付は、３月
１５日（火）、消費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告の相談及び申告
書の受付は３月３１日（木）までです。申告書は、前年の「確定申告書の控え」
や「確定申告の手引き」を参考にご自分で作成し、お早めに提出してください。
また、申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告
書等作成コーナー」で簡単に作成することができます。作成した申告書は、郵送
等により提出できます。税務署の申告相談会場にお越しの際には、印鑑、前年の
確定申告書等の控え、使い慣れた「計算器具」や「筆記具」をご持参ください。
■「控え」を必ず作成し、市町役場の受付印又は税務署の収受日付印を押印して
ください。
■税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は、通常、税務署での相談及び申告書
の受付は行っておりませんので、ご注意ください。
→詳しくは、最寄りの税務相談室や税務署へお尋ねください。

消費税法が平成１６年４月１日から改正されました。個人事業者の方は、原則として、平成１７年分から適用
となります。主な改正点は次のとおりです。
①納税義務が免除される基準期間における課税売上高が1,000万円（改正前3,000万円）に引き下げられました。
例えば、平成１５年分の課税売上高が1,000万円を超えている個人事業者の方は、平成１７年分の消費税課税事
業者となります。また、平成１６年分の課税売上高が1,000万円を超えている個人事業者の方は、平成１８年分
の消費税課税事業者となります。）

②簡易課税制度を適用することができる基準期間における課税売上高の上限が5,000万円（改正前２億円）に引き
下げられました。
■新たに消費税課税事業者となった方及び消費税課税事業者となる方は、「消費税課税事業者届出書」の提出と
記帳及び書類の保存が必要となります。
■納税は便利な振替納税で！
今まで、所得税について振替納税を利用されていた方も、新たに消費税について振替納税の手続が必要です。
詳しくは、最寄りの税務相談室や税務署へお尋ねください。

昨年１１月１日からサービスが開始されたＡＤＳＬは、高速大容量
の電話回線でダウンロードが早く、動画などもスムーズに見ることが
できます。

■申し込み・問い合わせは　ＮＴＴテレフォンセンター　電話１１６




